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＜考察＞

生徒の学習状況を可視化することが
できるようなっている。

教員は生徒の状況を見取るだけでな
く、生徒自身が申告した感じ方をもとに、
支援をすべき生徒を特定することがで
きるようになる。また、生徒同士が互い
に状況を把握することができるように
なっていることで、生徒同士が考えを交
流する際の参考ともなっている。

また、授業の最後に行う振り返りでは
生徒自身が学びの理解度を示したう
えで、「できるようになったこと・質問・
もっと考えたいこと・疑問に思ったこと
等」を文章化することで、学習内容の
理解だけでなく、自らの学ぶ方について
も意識することができるようになってい
る。さらに、教員はこの振り返りで理解
度の低い生徒に対して次回以降の授
業で意識的に支援を行う。

①数学で課題に取り組む際に、生徒一人一人が現在の
状況を申告する。教員は生徒の申告状況に合わせて
支援を行う。
②授業のまとめ後には、生徒一人一人が学習内容に対
する理解度と振り返りを記入する。教員は生徒の状
況に応じて次時の指導内容を検討する。

生徒が記入するGoogleスプレッドシート


